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田辺東部小学校 学校だより

令和８年９月号

２学期が始まりました２学期が始まりました２学期が始まりました

立秋を過ぎましたが、暑い毎日が続いています。本日の登校日では久しぶりに子どもたちの声

が校内に響き、懐かしさとともに「やっぱり学校はこうでなくちゃ。」と感じました。保護者の

みなさまにおかれましては、夏休み中のお子様のお世話お疲れさまです。夏休みの楽しい思い出

を語っている子どもたちの様子から、心温まるご家庭の愛情を感じ取ることができます。ありが

とうございます。

さて、去る７月28日（火）に育友会行事である東部っ子を育てる会を開催しました。コロナ禍

後、講演会として数年実施してきましたが、参加者は年々減少するばかり。そこで今年度は、こ

の会の原点に立ち戻り、参加者同士がじっくり話し合う座談会を計画しましたが、夜間の開催に

もかかわらず、大勢の保護者のみなさまや地域住民の方々にお越しいただき、楽しいひとときを

過ごすことができました。

６年生国語科の教科書に、心理学者の中村 真さんが書かれた『笑うから楽しい』という説明文

教材があります。内容は、「私たちの体の動きと心の動きは密接に関係しており、私たちの脳は、

体の動きを読み取ってそれに合わせた心の動きを呼び起こす」（本文から抜粋して引用）という、

アメリカの心理学者であるウィリアム・ジェームスさんの「楽しいから笑うのではなく、笑うか

ら楽しいのだ」という名言を解説したお話です。

会では、各グループに分かれた参加者同士で自身の毎日や地域のこれからについて話し合いま

した。中にはその日に初めて会った方同士のグループもいくつかありましたが、誰もがみな「笑

顔で」「楽しく」「相手の話に共感しながら」お話をされていました。今の時代、SNSでのやり

とりやセルフレジ、ネット通販にネット予約、そして置き配など、人と直接会話しなくてもある

程度の生活ができる時代になりました。しかし、私たち人間の認知機能を維持、向上させるため

には人とのかかわりは欠かせないと言われます。具体的には、人の話を聞いて自分の考えを話し、

そして一つの方向性を導き出したり折り合いをつけたりという活動のことです。本校の研究でも、

子ども同士のかかわりを通して非認知能力の向上を図っていますが、そういった意味でも、この

会のように人と人とがつながり、笑顔で話をすることで自身も元気になれるという好循環を生み

出す機会は貴重と考えます。「笑うから楽しい」は、本当だなと感じた瞬間でした。

「笑顔のまんま 笑顔のまんま

そうさ人生生きてるだけで丸もうけ

僕が笑いを君にあげるから 君の笑顔を僕にください」

（「笑顔のまんま」BEGIN）

長丁場の２学期にむけ、ご家庭でもお子さんの生活習慣のチェック、そしてお子さんへの２学

期に期待する言葉がけをよろしくお願いします。この２つは、お子さんが２学期の山を乗り越え

るための大きなエネルギーとなるものです。特に「期待する言葉がけ」については、「学習発表

会楽しみにしているよ。」や「素敵な絵が描けるといいね。」、「１学期から続けている○○が

さらにうまくいくといいね。期待しているよ。」など、保護者の方がお子さんの未来を楽しみに

することで、お子さんはそれに応えようとします。自分にとって大切な親を喜ばせたいという純

粋なお子さんの気持ち、そしてその過程を励まし、支え、達成時に喜びを分かち合える親の姿が、

お子さんを心豊かに成長させると考えます。今後とも、ご協力をよろしくお願いします。

a 天皇制について考える（館長より）

10月になり、長かった夏もようやく終わりました。芸術の秋、スポーツの秋、読書の秋、食欲

の秋。皆さんはどの「秋」を楽しんでいますか。

さて、７月17日に成立した改正皇室典範が、7月24日の公布を経て、10月24日に施行されます。

ここで、天皇制について考えてみましょう。天皇は、日本国憲法において「日本国の象徴であり

日本国民統合の象徴」とされ、その地位は「主権が存する日本国民の総意に基づく」と定められ

ています。また、政治的な権能を持たず、憲法に定められた国事行為を行うこととされています。

歴史的に見ると、古代には政治や祭祀の中心として大きな権力を持っていましたが、中世以降

は武家政権の台頭などによって実権を失いました。明治時代には、大日本帝国憲法の下で統治権

の総攬者とされましたが、戦後、日本国憲法によって、現在の「象徴」の地位となりました。

平成、令和の時代になると、憲法に定められた国事行為に加え、天皇・皇后両陛下は「国民と

ともにある」という姿勢のもと、被災地を訪問されたり、慰霊の旅を続けられたりしています。

また皇族の方々も外国を親善訪問し、現地の人々との交流を深めています。

今回の皇室典範改正の発端は、「安定的な皇位継承を確保するための諸課題」や「女性宮家の

創設」などについての議論でした。しかし、その後は「皇族数の確保」が主なテーマとなりまし

た。改正内容の主なポイントは、➀女性皇族が結婚後も皇室に残ることができるようにすること、

②旧皇族出身の男系男子を皇族の養子とすることができるようにすることです。さらに、その養

子となった男子の子に皇位継承資格があることが明記されています。

皇位継承については、さまざまな考え方があります。改正案②については、神話の時代から続

くとされる「万世一系の男系男子による継承」を重視し、その伝統を守るために、皇籍を離脱し

てから約８０年が経過した旧皇族の男子を養子にするという案を支持する考え方があります。一

方で、男系男子による継承が明文化されたのは明治時代の旧皇室典範からであり、これは男尊女

卑や家父長制の名残であるとして、憲法第２条に定められた「世襲」こそが重要であり、女性天

皇や女系天皇を排除すべきではないとする考え方もあります。

男系維持派も女系天皇容認派も、それぞれ自らの考えが正しいと信じているため、妥協点を見

いだすことは容易ではありません。しかし、天皇陛下は６月の記者会見で「国民の理解が得られ

るものに」と述べられました。この言葉は、養子案への懸念との見方とも受け止められています

が、天皇陛下は、皇室の在り方をめぐって国民の間に大きな対立が生じることなく、多くの人が

納得できる形で議論が進むことを願われているのではないでしょうか。

（参考：毎日新聞2026年７月23日の「象徴天皇制下の皇室典範改正」）

森林学習（キャンプ）の事前学習

９月18日（金）５年生の森林学習（キャンプ）の事前学習を

行いました。南紀熊野ツーリズムビューローの方やインタープ

リターを講師に迎え、森林の役割などについて教えてもらった

り、「ひかりの森」で活動したりしました。

学習後、５年生児童からは「森林について知らなかったこと

を知ることができ、楽しかった。」「木の種類をたくさん教え

てもらった。実際に木や葉っぱを持ったり触ったりできて、自

然のことがわかった。キャンプが楽しみ。」といった感想が聞

かれました。

77日間の２学期が始まりました。月初めは秋雨前線の停滞により雨が続いたことで気温も下

がり、涼しい毎日でしたが、月半ばにかけてはまた気温が上昇するといった不安定な天気が続

いています。そんな中、17日から１泊２日で６年生が修学旅行に出発します。

修学旅行といえば、学習指導要領において「特別活動」として位置付けられた大切な学校行

事の一つです。旅程については、本校では１日目に奈良公園（大仏殿、若草山）、金閣寺、清

水寺、滋賀県の琵琶湖畔のホテルに宿泊した後、２日目はＵＳＪ(ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｽﾀｼﾞｵｼﾞｬﾊﾟﾝ)を満喫

という流れになっています。平成、昭和時代と比べて１日目の旅程はほぼ変わりはありません

が、２日目のＵＳＪについては、ＵＳＪが開業した平成13年度以前は、大阪のエキスポランド

（すでに閉園）や海遊館、京都の東映太秦映画村などに行く小学校が多くありました。また、

高速道路が整備されたことで関西方面のアクセスがよくなり、それに伴い出発、帰校時刻も過

去に比べて余裕が生まれています。

修学旅行は、限られたお小遣いで誰に何のお土産を買うか、ホテルの部屋で何をして遊ぶ

か、自由行動では誰と一緒に行くか、また集合時刻を守ることや団体で歩くことなど、家族旅

行では味わうことのできない経験をすることができます。今年度も安全・安心な旅となるよう

引率の私たちは心がけ、子どもたちの心に素敵な思い出がいつまでも残る修学旅行にしたいと

思います。

このように、２学期は行事や制作活動が多く、子どもたちにとっては忙しい季節となりま

す。９月はじめの雨による気温低下、またその後の気温上昇、そしてインフルエンザの流行

と、体調を崩しやすい頃です。みなさまくれぐれもご自愛ください。



東陽中学校
田辺市立東陽中学校 学校だより

８月号 令和８年10月１日

厳しい暑さもようやく終わりを迎え、朝晩は少し涼しくなり過ごしやすい季節になってきま

した。２学期は各学年で、学活や総合的な学習の時間、道徳の時間等でさまざまな取組を行っ

ています。１年間で一番長い学期になりますが、じっくりと学習に取り組む「学びの秋」とな

るように、どの学年も特色ある取組を進めていますので、今回はその一部を紹介します。

『枕草子』－平安時代中期の清少納言による随筆－からの抜粋

秋は夕暮れ。夕日のさして、山のはいと近うなりたるに、からすのねどころへ行くとて、三つ四つ二

つ三つなど、飛びいそぐさへあはれなり。まいて雁などのつらねたるが、いとちひさく見ゆるはいとを

かし。日入りはてて、風の音虫のねなど、はたいふべきにあらず。

(口語訳) 秋の季節では、夕暮れが趣深い。夕日が山の端に近くなっている頃、からすがねぐらへ

帰って行こうとして、三つ四つ、二つ三つと、急いで飛んでゆくのまでも、しみじみとした趣がある。

まして雁の列になっているのが、ごく小さく見えるのはとてもおもしろい。日がすっかり入ってしまっ

て、風の音や虫の声が聞こえるのなどは、またいいようもなくよいものである。

a ひがし趣味の作品展開催＆作品募集のお知らせ

◆日程：10月24日(土) ９時～18時
10月25日(日) ９時～16時

◆場所：ひがしコミュニティセンター１階大集会室
◆内容：趣味で制作した作品の展示（手芸・工作・絵画・図書等）

～作品募集について～
◆申込み：
①ひがし公民館窓口に備え付けの申込書に必要事項をご記入の上、
ひがし公民館までご提出ください。（電話・FAX可）

②右の二次元コードからもお申込みいただけます。
◆展示作業：10月23日(金)14時～17時（事前に公民館まで作品をご提出いただければ、

公民館で展示作業を行うことも可能です。）
◆撤去作業：10月25日(日)16時～（会場撤収作業に支障をきたす場合、公民館で作品を

撤去させていただきますので、お早めにお越しください。）
◆申込期限：10月16日(金)17時まで

◆申込み・問合せ：ひがし公民館（TEL：22-2088 FAX：81-3301）

a ひがしふれあい秋祭りステージ発表について

恒例のひがしふれあい秋祭りを今年も開催します。ステージ発表に出場をご希望の方は、
個人・団体を問わずひがし公民館までご相談ください。
◆日 程：11 月15 日(日) 13 時30 分～15 時30 分までのうち、

ひがしふれあい秋祭り実行委員会が指定した時間
◆場 所：ひがしコミュニティセンター １階 大集会室
◆持ち時間：上限20 分としてご希望の時間
◆出場について：
・団体の半数以上がひがし公民館区に在住する者であること。
・未成年のみで構成されている団体の場合、保護者が申込み、当日の付き添いを行うこと。
・個人出場可。

◆注意事項：申込多数の場合、ひがしふれあい秋祭り実行委員会で
出演団体の決定をさせていただきます。

◆期 限：10 月16 日(金)17 時までに、下記事務局へお電話でご相談ください。

◆問合せ：ひがしふれあい秋祭り実行委員会
事務局 ひがし公民館（TEL：22-2088）

１年生「地域学習」

１年生は、総合的な学習の時間に「ふるさと“田辺”を知る」を

テーマに、地域学習をスタートさせました。今は、自然や文化、

人、観光、グルメなどについて、グループ別に調べ学習を行って

います。今後は、調べた内容を伝える発表用のスライドやポス

ターづくりに取り組んでいきます。たくさんの方に“田辺”を知っ

てもらうだけでなく、自分たち自身も、ふるさと“田辺”について

新たな発見ができる学習になればと考えています。

２年生「職場体験学習」

２年生は９月15日(火)～９月17日(木)までの期間で、職場体験

学習として、地域の事業所様にご協力いただき、貴重な体験をさ

せていただきました。また、その事前学習として、履歴書を作成

したり、事前訪問のアポ取りのために電話をかけたりしました。

また、オフィスメイトの坂本様にお越しいただきビジネスマナー

講座を実施し、社会人として必要なマナーについて教えていただ

き真剣に取り組むことができていました。すべてが、これからに

つながる大切な経験となりました。

３年生「修学旅行」

３年生は、10月25日(日)～27日(火)に東京方面への修学

旅行に行きます。２学期に入り、本格的に活動がスタート

しました。見学先についての調べ学習や公共のマナーにつ

いての学習などを行っています。

政治や経済の中心である東京の景観や文化に触れ、視野

を広げるとともに、友だちの良さを見つけながら、中学校

生活の大切な思い出になる修学旅行にしたいと思います。

合唱の取組も始まっています！

東陽中学校と言えば、合唱！11月20日（金）の文化発表会に向けて、各クラスで合唱の取

組が始まりました。それぞれのクラスで合唱曲を決め、男声・アルト・ソプラノの３パート

に分かれて練習中です。合唱で仲間と心を一つにして、素晴らしい歌声を響かせて欲しいと

思います。
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